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長期開放 短期開放（従来操作方法）
シジミ産卵・生息の適正塩分範囲

短期開放（従来操作方法）

長期開放

シジミの生態に適した塩分
管理を実現

水門操作方法の違いにより
湖内塩分濃度が上昇

[水門閉鎖時]

[水門開放遡上時]

[水門閉鎖時]

[水門開放遡上時]

湖側海側

海水流入により湖内底層
貧酸素が解消海水が湖底を這うように遡上

湖側海側

■概要

■条件

■解析

・流域流出※～汽水湖～海域を一体的に解析

・完全三次元モデルにより汽水湖の密度流および水質分布を解析

・水門操作方法に応じた海水流入とそれによる湖内水質変化を予測

※流域からの水量・負荷流出は分布型流出モデルやタンクモデルと組み合わせる

解析事例；水門操作による汽水湖塩分・水質管理の解析

湖内地形、流入条件（水量、水質）、海域条件（潮位、水質）、気象、水門諸元・運用、

水質観測データ

・水平・水深方向の運動方程式を解くことで厳密

な水理計算を実施

・密度差に起因する流れ（密度流）および成層状

態を表現可能

・並列計算および高速計算アルゴリズムの組み込

みにより数年間を対象とした長期計算が可能

・浮遊生態系モデル＋底生生態系モデル（用途に

応じて簡略化可能）

〇流総計画・湖沼水質保全計画の策定のための汽水湖水質予測

○防潮水門の運用方法変更にともなう汽水湖水質影響の検討

〇汽水湖生態系保全のための検討

■事例

●水門開放時の塩水遡上と湖内DO回復

●水門開放状況に応じた湖内塩分シミュレーション結果とシジミ適正塩分の関係

●モデルイメージ


	スライド 1: 解析事例；水門操作による汽水湖塩分・水質管理の解析 

